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木
々
の
葉
が
一
斉
に
緑
の
輝
き
を
増

し
、
初
夏
の
日
射
し
を
感
ず
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
日
頃
は
、
県
民
児
協
の
発
展

の
た
め
、
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
全
民
児
連
は
、「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」
の
九
十

周
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
百
周
年

に
向
け
て
、
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昨
年
九
月
の
ア
メ
リ
カ
の

リ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
端
緒

に
、
全
世
界
に
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

大
企
業
の
多
く
が
赤
字
決
算
で
、
リ
ス
ト

ラ
、
解
雇
と
厳
し
い
社
会
情
勢
に
あ
り
ま

す
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
も
、
少

子
高
齢
化
、
虐
待
防
止
対
策
、
災
害
時
一

人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
等
、
多
岐
に
わ
た

る
中
、
経
済
的
支
援
の
相
談
が
増
加
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
、

地
域
住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
は
、
我
々
民
児
協
だ
け
で
は

大
変
困
難
を
極
め
実
現
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。地
域
社
会
が
一
丸
と
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
関
と
連
携
を
と
り
、
協
働
し

て
、
地
域
か
ら
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
常
に

弱
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
、
信
頼
を
得
る
機
会
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

一
方
県
民
児
協
で
は
、
八
十
周
年
に
続

い
て
、
九
十
周
年
小
史
の
発
行
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
に
は

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
の
主
催
県
と

な
り
ま
す
。
そ
の
準
備
委
員
会
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
各
民
児
協
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
大
嶋
前
事
務
局
長
が
三
月
三
十
一
日

に
退
任
さ
れ
、
後
任
に
助
川
事
務
局
長
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
卓
越
し
た
行
政
マ
ン

と
し
て
の
経
験
と
実
績
を
期
待
し
、
諸
準

備
と
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

る
こ
と
を
ご
報
告
し
、
今
年
度
の
は
じ
め

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
度
の
は
じ
め
に
あ
た
っ
て

県
民
児
協
会
長

高

木

彦

治

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、
社

会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る
御
協
力
を
賜

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
を

端
に
発
し
ま
し
た
世
界
同
時
不
況
の
影
響

は
、
日
本
国
内
を
も
巻
き
込
み
、
県
内
に

お
い
て
も
失
業
者
が
増
大
し
、
低
所
得
者

が
急
増
す
る
な
ど
、
雇
用
不
安
の
増
大
及

び
雇
用
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
家
族
形
態
の
変

化
、
都
市
化
に
よ
る
地
域
の
連
帯
感
の
希

薄
化
な
ど
に
よ
り
、
世
代
間
あ
る
い
は
地

域
間
の
相
互
扶
助
機
能
は
弱
ま
り
つ
つ
あ

り
、
一
人
暮
ら
し
で
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が

得
ら
れ
な
い
世
帯
の
増
加
や
高
齢
者
等
の

孤
立
死
の
問
題
さ
ら
に
は
消
費
者
被
害
の

問
題
な
ど
地
域
に
お
け
る
生
活
課
題
は
多

岐
に
渡
り
、
今
後
も
増
え
て
く
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

人
々
が
持
て
る
力
を
出
し
合
い
、
互
い
に

助
け
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、「
茨
城
県
地
域
福

祉
支
援
計
画
」の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ
か
、

住
民
が
福
祉
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境

の
整
備
や
し
く
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
な

ど
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
の
中
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
の
構
築
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
問
題
を
発

見
し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
り
重
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
委
員
の
皆
様

方
の
よ
り
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
互
扶
助
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
長

黒

川

英

治
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二
月
四
日
〜
六
日
、
神
奈
川
県
葉
山
町

の
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国

都
道
府
県
、
指
定
都
市
よ
り
二
名
づ
つ
、

参
加
総
数
一
一
〇
名
、
茨
城
県
か
ら
渡
邊

理
事
と
参
加
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
厚
生
労
働
省
の
中
村
美
安
子

地
域
福
祉
官
か
ら
、
民
生
委
員
が
今
後
多

様
複
雑
化
す
る
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
、
環
境
整
備
、
住
民
と
の
活
動
理
解
促

進
、
及
び
基
盤
拡
大
サ
ー
ビ
ス
等
の
行
政

説
明
、
基
調
講
義
、
そ
し
て
、
千
葉
県
、

香
川
県
よ
り
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
活
動
強
化
方
策
の
推
進
と

今
後
リ
ー
ダ
ー
に
要
求
さ
れ
る
も
の
」
と

題
し
て
、全
民
児
連
副
会
長
二
名
の
講
義
、

昼
食
後
は
参
加
者
全
員
が
事
前
に
提
出
し

た
準
備
資
料
を
参
考
に
、
十
四
の
グ
ル
ー

プ
に
分
散
し
討
議
が
行
わ
れ
、
他
都
道
府

県
の
委
員
さ
ん
と
忌
憚
の
な
い
情
報
交
換

が
な
ご
や
か
な
中
に
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
、

現
在
我
々
が
目
標
と
し
て
い
る
「
第
二
次

民
生
委
員
・
児
童
委
員
発

災
害
時
一

人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
て
と
題
し
、
岩
手
大
学
の
山
本

克
彦
准
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
緊
張
の
中
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

三
日
間
当
研
修
会
に
参
加
し
改
め
て
感

じ
た
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
都

市
、
山
間
、
農
漁
村
部
、
そ
し
て
天
災
・

人
災
等
多
発
地
域
に
お
い
て
は
、
当
該
地

域
担
当
民
児
協
は
行
政
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
強
化
し
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
生
活
す
る

た
め
の
支
援
を
怠
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し

て
参
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
全
国

児
童
委
員
研
究
協
議
会
が

去
る
一
月
二
十
二
日
〜
二

十
三
日
に
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
、
水
道
の
蛇
口
も
凍

る
寒
さ
の
中
、
全
国
か
ら

集
っ
た
二
百
七
十
五
名
の

民
生
委
員
児
童
委
員
・
主

任
児
童
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

一
日
目
は
、行
政
説
明
・

講
義
に
続
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
親
子
が
安
心
し

て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
松
原
康
雄
明
治
学

院
大
学
副
学
長
を
迎
え
、

児
童
虐
待
や
犯
罪
被
疑
者

等
の
対
応
の
ね
ら
い
と
し

て
の
専
門
機
関
に
つ
な
い
で
い
く
役
割

等
、
ま
た
子
育
て
支
援
の
視
点
か
ら
地
域

住
民
が
関
心
を
も
ち
参
画
す
る
と
い
う
風

土
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
民
児

協
と
し
て
、
課
題
、
工
夫
等
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
次
の
取
組
み
事

例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
お
め
で
と
う
メ
ー
ル
を
始
め
て

・
子
育
て
支
援
事
業

・
親
子
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
事

例
の
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
の
活
発
な

質
疑
応
答
の
中
、
講
師
に
よ
る
助
言
を
受

け
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
報
告

さ
れ
た
活
動
の
実
例
や
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
置
き
か
え
ら
れ
る
工
夫
を
感

じ
と
り
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

二
日
目
は
「
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

健
全
育
成
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
は
じ
め
、
四
分
科
会
に
分
か
れ
内
容
の

充
実
し
た
活
動
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
努
力
を

心
に
誓
い
研
修
を
受
け
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

「
第
十
八
回
民
生
委
員
大
学
」
に
参
加
し
て

県
民
児
協
理
事

宮

島

孝

明

全全国国児児童童委委員員研研究究協協議議会会にに参参加加ししてて
県民児協児童福祉部会委員 寺 崎 袈 裟 枝
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運営方針

近年は、「少子高齢化」の進行により「人口減少」
や「世帯状況の変化」がみられ、今後ますます高齢者
の単独世帯が増加することが予想されます。
また、人間関係の希薄化傾向により、地域住民同士

のつながりにも変化が現れ、孤立し様々な課題を抱え
る高齢者世帯・子育て家庭等の問題も深刻となってお
り、さらに世界的な金融危機による厳しい経済環境が
人々の気持ちに不安の影を落としております。
このようななか、私たち民生委員・児童委員は、相

談援助・見守り活動を基本とし、常に住民の立場に
たった活動を広く進めていく必要があります。
特に、昨今の児童をめぐる痛ましい事件・事故から

の児童を守る活動、悪質商法や振り込め詐欺から高齢
者を守る活動、そしてひとり暮らしの高齢者や障がい
者など災害時要援護者の見守りと避難時の支援などの

活動に努めていくことが大変重要となってまいります。
私たちは、民生委員制度創設１００周年に向け、「広げ

よう 地域に根ざした 思いやり」のもと、安全で安
心な地域社会の実現に向け、日常的な見守り活動等を
通して地域に密着した活動をすすめます。

本年度重点目標

１ 民生委員制度創設１００周年に向け「広げよう 地域
に根ざした 思いやり」のもと、常に住民の立場にたっ
た活動につとめる。

２ 子どもや児童、高齢者や障がい者を常に見守り、事
件や事故から守るための活動推進につとめる。

３ 「第２次 民生委員・児童委員発 災害時一人も見
逃さない運動」の推進につとめる。

新規事業

民生委員制度創設９０周年（１０年小史）編纂事業

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
（単位：千円）

一 般 会 計

互助事業特別会計

県 民 児 協

�民児協いばらき編集委員会
�１０年小史編集委員会（毎月開催）
�正副会長・総務委員会合同会議
�主任児童委員長会

�民児協いばらき編集委員会
�理事会（１９日）
�監事会（２２日）
�児童福祉部会
�評議員会（２９日）

�民児協いばらき（６３号）発行
�互助事業運営委員会
�市町村民生委員児童委員協議会長及び副
会長合同研究協議会
（１１～１２日 大洗町）（１８～１９日 大洗町）

�市町村民生委員児童委員教室
（１～２日 大洗町）（９～１０日 大洗町）

�行政機関との連絡会議（２８日）

�正副会長会議
�総務委員会

�互助事業運営委員会
�主任児童委員研修会（４日）
�全体研修会（２９日 つくば市）

�全体研修会（８日 水戸市）

�民児協いばらき編集委員会
�第２８回茨城県民生委員児童委員大会
（２０日 県民文化センター大ホール）

�民児協いばらき編集委員会

�民児協いばらき（６４号）発行

�１０年小史発行

�正副会長会議、総務委員会
�理事会、評議員会
�互助事業運営委員会

事項
月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

�

「平成２１年度 茨城県民生委員児童委員協議会事業計画・予算」は３月２５日�に開催された評議員会において議決されました。

繰出金等
１１�３０９
（６８．６％）

事務費

２０�２６０
（４０．０％）

運営費
９００

（５．５％）

支 出
５０，５５８

支 出
１６，４７９

事業費

１５�３０２
（３０．３％）

諸支出金等

給付金

１４�９９６
（２９．７％）

４�２７０
（２４．４％）

会 費

１０�４３８
（６３．３％）

会 費

３９�６６４
（７８．５％）

収 入
５０，５５８

収 入
１６，４７９

繰越金
繰入金
雑収入

補助金
委託費
配分金

２�８０６
（１７．０％）

８�６１８
（１７．０％）

補助金
負担金
３�２３５
（１９．７％）

繰入金
繰越金
雑収入
２�２７６
（４．５％）

第６３号 ２００９年（平成２１年）６月１５日民児協いばらき
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１ 収入総額 ５０�６０３�３２２円
２ 支出総額 ４８�５１７�２０７円
３ 差引残額 ２�０８６�１１５円（翌年度へ繰越）

１ 収入総額 １７�６２５�６６１円
２ 支出総額 １４�８７８�２２５円
３ 差引残額 ２�７４７�４３６円（翌年度へ繰越）

１ 収入総額 ２５�７４６�４１８円
２ 支出総額 ２５�７４６�４１８円
３ 差引残額 ０円

●一般会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要

民生委員児童委員 ５�２１９人

共同募金配分金

基本財産 利子

決 算 額

３９�６６４�４００

６�５９９�６６６

１�５００�０００

８００�０００

１０１�９０７

１�９２３�５１６

１３�８３３

５０�６０３�３２２

予 算 額

３９�６６４�０００

６�６７０�０００

１�５００�０００

８００�０００

６６�０００

２�０００�０００

６�０００

５０�７０６�０００

科 目

１ 会 費

２ 補 助 金

３ 委 託 費

４ 配 分 金

５ 繰 入 金

６ 繰 越 金

７ 雑 収 入

合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要

職員２名 嘱託１名

理事会、評議員会、監事会、

総務委員会ほか各部会及び委

員会、児相・教育事務所等と

の連絡会議

会長・副会長研究協議会、民

生委員児童委員教室、関東ブ

ロック活動研究協議会参加、

全国大会参加、全民児連主催

各種研修会参加等

指定民児協助成（かすみがう

ら市、桜川市、河内町、五霞

町）、ポスター・チラシ普及

報酬作成ほか

民児協いばらき 年２回

茨城県民生委員児童委員大会

全国互助共励事業会費、全民

児連会費、関ブロ会費、諸団

体会費

決 算 額

１９�８１９�１３５
１７�９９２�４００
１�７９７�１５５
２９�５８０

１３�９０１�３４６
２�２６３�３５１

６�３３４�５８１

０

６３�８００

１�２０７�５３９

１�３２３�８６８

２�７０８�２０７
１４�７９６�７２６

０

４８�５１７�２０７

予 算 額

２０�１２８�０００
１８�０６８�０００
１�９００�０００
１６０�０００

１５�５８２�０００
２�６６０�０００

７�２７０�０００

５０�０００
１００�０００

１�３０２�０００

１�４００�０００

２�８００�０００
１４�８９６�０００

１００�０００
５０�７０６�０００

科 目

１ 事 務 費

� 給 与 費

� 庁 費

� 旅 費

２ 事 業 費

� 企 画

運 営 費

� 研 修 費

� 調 査 費

� 共同募金

事 業 費

� 民協活動

推 進 費

� 機 関 誌

発 行 費

� 表 彰 費

３ 諸 支 出 金

４ 予 備 費

合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要

本人死亡 ４件
配偶者 １９件
７８件

５４件

決 算 額

５８０�０００

９２０�０００
０

５９６�０００
４８２�２２５

１２�３００�０００
０

１４�８７８�２２５

予 算 額

２�０００�０００

１�３００�０００
１００�０００
８７０�０００
９００�０００

１２�３００�０００
５�０００

１７�４７５�０００

科 目

１ 弔慰給付金

２ 傷病給付金
３ 災害給付金
４ 退職給付金
５ 互 助 事 業

運 営 費
６ 繰 出 金
７ 雑 費
合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要決 算 額

２５�７４６�４１８
０

２５�７４６�４１８

予 算 額

２５�７４６�０００
０

２５�７４６�０００

科 目

１ 積 立 金
２ 繰 出 金
合 計

●互助事業特別会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要

民生児童委員 ５�２１９人
決 算 額

１０�４３８�０００
２�６０９�５００
１�７２２�２７０
２�８４８�００６

０
７�８８５

１７�６２５�６６１

予 算 額

１０�４３８�０００
２�６０９�０００
１�７２２�０００
２�７００�０００

０
６�０００

１７�４７５�０００

科 目

１ 会 費
２ 補 助 金
３ 負 担 金
４ 繰 越 金
５ 繰 入 金
６ 雑 収 入
合 計

●互助事業積立金特別会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要決 算 額

１３�４２６�１１４
２０�３０４

１２�３００�０００
２５�７４６�４１８

予 算 額

１３�４２６�０００
２０�０００

１２�３００�０００
２５�７４６�０００

科 目

１ 繰 越 金
２ 雑 収 入
３ 繰 入 金
合 計

「平成２０年度 茨城県民生委員児童委員協議会事業報告及び決算」につきましては、５月２９日�に開催された評議員会において議決されました。

� ２００９年（平成２１年）６月１５日 第６３号民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協協 だだ よよ りり

当
民
児
協
は
、
平
成
十
八
年
四
月
、
旧
常
陸
太
田
市
・
金
砂
郷
町
・
水
府
村
・

里
美
村
民
児
協
が
合
併
し
て
発
足
、
現
在
、
常
陸
太
田
地
区
（
六
十
九
名
）、

金
砂
郷
地
区
（
二
十
九
名
）、
水
府
地
区
（
二
十
四
名
）、
里
美
地
区
（
十
九
名
）

の
４
地
区
百
四
十
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
通
重
点
事
業
と
し
て
「
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
発
見
と
援
助
」「
母

子
・
父
子
（
寡
婦
）
家
庭
へ
の
き
め
細
や
か
な
援
助
」「
障
が
い
者
対
応
の
推

進
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
活
動
の
推
進
」「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
」を
推
し
進
め
て
お
り
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
で
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
話
し
相
手
に
な
り
、
日
常
生
活
の
悩
み
の
解
消
な

ど
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
全
体
研
修
で
は
、
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き

消
費
生
活
相
談
に
ま
つ
わ
る
市
内
で
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
基
に
研
鑽

を
積
み
ま
し
た
。
市
街
地
、
山
間
部
を
問
わ
ず
増
加
し
て
い
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
も
と

よ
り
、
地
域
で
被
害
を
出
さ
な
い
、
ま
た
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、日
々
の
訪
問
、

声
か
け
な
ど
、
地
域
の
状
況
把
握
が
非
常
に
大
切

で
あ
る
と
再
認
識
し
た
研
修
会
で
し
た
。

毎
月
、
地
区
の
運
営
委
員
会
等
で
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
市
の
高
齢
福
祉
・
子
ど
も
福
祉
・
障

害
福
祉
な
ど
の
関
係
課
よ
り
担
当
者
を
招
き
、
現

在
の
状
況
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
常
に
地
域
福
祉

に
役
立
つ
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

主
に
地
区
の
事
業
を
中
心
に
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
連
携
の
研
修
や
交
流
事
業
な
ど
を
図
り
な
が

ら
、
い
っ
そ
う
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

阿
見
町
は
人
口
四
万
七
千
七
百
人
、
世
帯
数
一
万
七
千
九
百
世
帯
、
高
齢
化

率
二
十
％
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
四
百
七
十
名
、
中
学
校
三
、
小
学
校
八

の
町
で
す
。

当
民
児
協
に
は
児
童
生
徒
対
策
委
員
会
が
あ
り
、二
十
五
名
の
委
員
で
構
成
、

主
任
児
童
委
員
が
委
員
長
、
副
委
員
長
と
な
り
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
と
、

学
校
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
夏
休
み

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
は
、
災

害
緊
急
時
連
絡
票
、
災
害
時
避
難
場
所
地
図
、
災
害
緊
急
連
絡
に
つ
い
て
の
同

意
書
（
個
人
情
報
を
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
た
め
の
承
諾
書
）、
安
否
確
認
救

助
活
動
対
象
者
名
簿
を
作
成
、
毎
年
五
月
に
書
き
改
め
、
町
役
場
、
自
主
防
災

組
織
の
区
長
、
警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ケ
ア
チ
ー
ム
に
こ
の
運
動
の
趣
旨

を
伝
え
、
対
象
者
名
簿
を
渡
し
て
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

毎
年
九
月
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
「
中
学
生
と
の
懇
談
会
」
が
各

中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
に

つ
い
て
等
々
、
生
徒
や
先
生
と
の
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
十
月
に
は
、
阿
見
町
主
催
の
「
さ

わ
や
か
フ
ェ
ア
」
に
協
力
、
町
民
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
バ
ザ
ー
用
品
に
値
づ
け
を
し
、

当
日
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
と
し
て
来
訪
者
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨

年
の
協
力
金
は
三
十
八
万
六
千
円
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
善
意
銀
行
に
預
託
し
ま
し

た
。
今
後
も
連
携
し
て
福
祉
の
町
づ
く
り

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

常常陸陸太太田田市市

常
陸
太
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

朝
日

光
臣

阿阿見見町町

阿
見
町
民
児
協
の
活
動

阿
見
町
民
児
協
会
長

伊
藤

清
悦
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茨城県では、経済・雇用情勢が悪化していることや、福祉・介護サービスに対するニー
ズが増えていることを踏まえ、現在、職に就いていない方などの生活安定のために、平成
２１年度から下記の事業を実施しております。
概要は以下のとおりですので、就職を希望する方やご興味のある方は、ぜひ、お問い合

わせください。

１ 事業の名称
福祉・介護職員緊急雇用促進事業

２ 事業の概要
現在、職に就いていない方などが、特別養護老人ホームや介護保険事業所などで働き

ながらホームヘルパー２級課程を受講し、引き続き介護職員として就労できるよう支援
します。

３ 主な仕事内容
福祉・介護施設でのデータ処理や書類作成、介護補助など

４ 勤務先・雇用者
茨城県内にある社会福祉施設等で雇用されます。

５ 雇用期間
原則１年
※１年間の雇用期間終了後も、勤務先の施設と雇用者の希望が合えば、継続して正規職
員として勤務できるよう、勤務先の施設が必要な支援を行います。

６ 雇用予定人数
１００名程度

７ 雇用対象者
福祉・介護職場での就職を希望する失業者等

８ 応募の要件
� 福祉・介護職場での就職を希望する方。
� 働きながら、ホームヘルパー２級課程を受講し、修了を目指すことから、次に掲げ
る資格等を保有していないこと。
・介護福祉士
・介護支援専門員
・ホームヘルパー１級又は２級

※勤務先の施設では、ホームヘルパー２級課程の受講機会を確保するとともに、必要な
支援を行います。

９ 問合せ先
・社会福祉法人茨城県社会福祉協議会
住所：水戸市千波町１９１８番地
TEL：０２９－２４４－４５４４ FAX：０２９－２４４－４５４３
担当：村山、安島

� ２００９年（平成２１年）６月１５日 第６３号民児協いばらき
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◎
祝
受
章

こ
の
度
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
元
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
次
の

方
々
が
、
栄
え
あ
る
叙
勲
・
褒
章
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
叙

勲

瑞
宝
双
光
章
（
敬
称
略
）

岸

野

教

誉
（
城
里
町
）

○
褒

章

藍
綬
褒
章
（
敬
称
略
）

中

野

孝

子
（
古
河
市
）

◎
県
保
健
福
祉
部
等
の
組
織
改
正
と
主
な

人
事
異
動
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付
け
）

○
組
織
改
正

・
食
の
安
全
確
保
対
策
を
強
化
す
る
た

め
、食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
事
務
が
、

生
活
衛
生
課
「
食
の
安
全
対
策
室
」
に
一

元
化
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
事
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係
）

・
保
健
福
祉
部
（
敬
称
略
）

部
長

山
口
や
ち
ゑ（
留
任
）

医
監
兼
次
長

染
谷

意（
新
任
）

次
長

根
本

年
明（
新
任
）

福
祉
指
導
課
長

黒
川

英
治（
新
任
）

子
ど
も
家
庭
課
長

森
戸

久
雄（
新
任
）

長
寿
福
祉
課
長

山
本

龍
男（
新
任
）

障
害
福
祉
課
長

小
見
ト
モ
子（
留
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

黒
澤

正
延（
留
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長島

田

実（
新
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長山

口

康
裕（
留
任
）

・
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
福
祉
課
長

室
町

正
夫（
新
任
）

・
鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
福
祉
課
長

白
井

信
也（
新
任
）

・
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
福
祉
課
長

高
村

實（
新
任
）

・
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
福
祉
課
長

関
根

秀
隆（
新
任
）

三
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
微
力
な
が
ら
何
と
か
職
責
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
高
木

会
長
さ
ん
は
じ
め
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支

援
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
当
協
議
会
の
財
団
法
人
化
三
十
周
年

（
平
成
十
八
年
）、
民
生
委
員
制
度
創
設

九
十
周
年
や
一
斉
改
選（
平
成
十
九
年
）、

民
生
委
員
法
制
定
六
十
周
年
（
平
成
二
十

年
）と
節
目
の
行
事
が
目
白
押
し
の
年
に
、

皆
様
の
お
手
伝
い
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
民
生
児
童
委

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
弱
い
立

場
の
人
々
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
社
会
情

勢
の
な
か
、
今
後
益
々
地
域
住
民
の
た
め

ご
活
動
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
を
祈

念
し
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
一
九
七
一
年
（
昭
和

四
十
六
年
）、
県
職
員
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
が
常
陸
太
田
地
方
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
で
し
た
。新
米
職
員
の
私
を
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
が
親
身
に

な
っ
て
面
倒
を
み
て
く
れ
、
本
当
に
心
強

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

高
度
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て
、

低
成
長
・
超
高
齢
化
社
会
へ
突
入
し
た

今
、
地
域
社
会
の
有
り
様
も
当
時
と
は
大

き
く
変
わ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
の
活
動
も
複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
児
協
の
一
員
と

し
て
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

退退
任任
ああ
いい
ささ
つつ

大大
嶋嶋

和和
夫夫

新新
任任
ああ
いい
ささ
つつ

助助
川川

俊俊
一一

民
児
協
い
ば
ら
き
第
六
三
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

記
念
誌
「
と
も
に
生
き
る

民
生
委
員

制
度
創
立
八
〇
周
年

法
人
化
二
〇
周
年

の
あ
ゆ
み
」
が
平
成
八
年
一
二
月
一
日
に

発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
そ
れ
以

降
か
ら
平
成
二
〇
年
ま
で
の
小
史
を
発
刊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
民
児
協
事
務

局
・
総
務
委
員
会
・
編
集
委
員
会
と
共
に

そ
の
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
と

と
も
に
社
会
状
勢
が
複
雑
多
様
化
し
て
い

る
な
か
委
員
の
方
々
の
活
動
も
苦
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
小
史
編
集
で
も
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
最
た
る
も
の
に
、
交
通
事

故
死
の
六
倍
も
の
自
殺
者
が
い
る
こ
と
で

す
。
自
殺
総
合
対
策
の
一
つ
に
は
地
域
に

根
ざ
し
た
民
児
委
員
の
役
割
が
必
須
と
考

え
ら
れ
て
、
こ
の
た
め
の
研
修
を
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
し

い
課
題
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員

杉
下

赫
子

発 行 人
財団法人
茨城県民生委員児童委員協議会
会長 高 木 彦 治

〒３１０－０８５１
水戸市千波町１９１８
茨城県総合福祉会館内
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E-mail: iba-minjikyo@bz01.plala.or.jp

�

県
民
児
協
新
事
務
局
長

県
民
児
協
前
事
務
局
長
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